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序文 

このガイドでは、H3C Cloudnetの装置交換手順について説明します。この序文に

は、ドキュメントに関する次のトピックが含まれています: 

• 対象読者。 

• 表記法。 

• ドキュメントへのフィードバック。 

 

対象読者 

このドキュメントの対象読者は次のとおりです： 

• ネットワーク計画者。 

• フィールドテクニカルサポートおよびサービスエンジニア。 

• Cloudnetを使用するネットワーク管理者。 

 

表記法 

次の情報は、ドキュメントで使用されている表記法について説明しています。 

コマンド規則 
 

表記法 説明 

太字 太字 のテキストは、示されている文字の通りに入力するコマンドとキーワードを表します。 

イタリック イタリック のテキストは、示されている文字の通りに入力するコマンドとキーワードを表しま
す。 

[ ] 角括弧は、オプションの構文の選択肢（キーワードまたは引数）を囲みます。 

 

{ x | y | ... }  
中括弧は、垂直バーで区切られた必要な構文の選択肢のセットを囲み、そこから1つを選択

します。 

 

[ x | y | ... ]  
角括弧は、縦棒で区切られたオプションの構文の選択肢のセットを囲み、そこから1つまた

は何も選択しません。 

 

{ x | y | ... } *  
アスタリスクでマークされた中括弧は、垂直バーで区切られた必要な構文の選択肢のセット

を囲み、そこから少なくとも1つを選択します。 

 

[ x | y | ... ] *  
アスタリスクでマークされた角括弧は、垂直バーで区切られたオプションの構文の選択肢を

囲み、そこから1つの選択肢、複数の選択肢、または何も選択しません。 

 

&<1-n> 
アンパサンド（＆）記号の前の引数またはキーワードと引数の組み合わせは、1〜n回入力

できます。 

# シャープ（＃）記号で始まる行はコメントです。 

 

GUIの規則 
 

表記法 説明 

太字 
ウインドウ名、ボタン名、フィールド名、およびメニュー項目は太字で表示されます。例

えば、 New User ウインドウを開いてOK をクリックします。  

 

> 
マルチレベルメニューは山括弧で区切られています。例えば、 File > Create > Folder. 



記号 
 

表記法 説明 

 警告！ 
理解または従わないと怪我につながる可能性のある重要な情報に注意を喚起する警告。 

 注意： 
重要な情報に注意を喚起する警告。理解または従わないと、データの損失、データの破

損、またはハードウェアやソフトウェアの損傷につながる可能性があります。 

 重要： 重要な情報に注意を喚起する警告。 

注意： 追加情報または補足情報を含む警告。 

 ヒント： 役立つ情報を提供する警告。 

 

ネットワークトポロジーアイコン 
 

表記法 説明 
 

 

 
ルーター、スイッチ、ファイアウォールなどの一般的なネットワークデバイスを表します。 

 

 

 
ルーターやレイヤー3スイッチなどのルーティング対応デバイスを表します。 

 

 

レイヤー2またはレイヤー3スイッチなどの汎用スイッチ、またはレイヤー2転送およびそ

の他のレイヤー2機能をサポートするルーターを表します。 

 

 

統合有線WLANスイッチ上のアクセスコントローラ、統合有線WLANモジュール、ま

たはアクセスコントローラエンジンを表します。 

 

 

 
アクセスポイントを表します。 

TT 
 
ワイヤレスターミネータユニットを表します。 

TT 
 
ワイヤレスターミネーターを表します。 

 

 

 
メッシュアクセスポイントを表します。 

 

 

 
全方向性信号を表します。 

 

 指向性信号を表します。 
 

 

ファイアウォール、UTM、マルチサービスセキュリティゲートウェイ、負荷分散デバ

イスなどのセキュリティ製品を表します。 

 

 

ファイアウォール、負荷分散、NetStream、SSL VPN、IPS、ACGモジュールなどのセキ

ュリティモジュールを表します。 

 

このドキュメントで提供される例 

このドキュメントの例では、ハードウェアモデル、構成、またはソフトウェアバージョンがデバイスとは異なる

デバイスを使用している場合があります。例で示されるポート番号、サンプル出力、スクリーンショット、お

よびその他の情報は、デバイスにあるものとは異なる場合があります。 



ドキュメントへのフィードバック 

製品マニュアルに関するご意見は、info@h3c.comまで電子メールでお寄せください。 

ご感想をお寄せいただければ幸いです。
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H3C Cloudnet装置交換について 

H3C Cloudnetを利用すると不具合のある装置の交換が容易になります。 

 

装置交換の前提条件 

• 交換する装置の形式番号が同じ装置に置き換える 

• 両方の装置のソフトウェアのバージョンが同じであること 

 

装置交換の失敗の場合 

• ソフトウェアのバージョンが異なると、交換処理が強制終了されて交換処理前と同じ状態のままになり

ます。 

• 装置の結線を切り替える前にCloudnetで交換ボタンをクリックすると交換する装置が見つからないた

め、交換処理が強制終了されます。 

 

Cloudnetを利用した装置交換手順について 
 

手順 

1. 交換される装置のコンフィグをCloudnetにバックアップします。 

自動バックアップが設定されていれば、毎日バックアップされておりますのであえてバックアップする必

要はありません。 

2. 交換される装置のケーブルをスイッチから外します。 

3. Cloudnetでデバイス交換操作を行います 

4. 新しい装置を交換される装置が接続されていたスイッチにつなぎます。 

5. Cloudnetの画面で交換が成功したことを確認します 
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Cloudnetでの操作について 
 

手順 

1. Cloudnetにログインします。 

図1 Cloudnetへのログイン 

 

2. メンテナンスメニューからデバイス交換をクリック 
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3. 装置のコンフィギュレーションを自動的に保存するために自動アップロードをONにします。 

 

4. 自動アップロードをONにすると、1日1回同期する時間の設定ウインドウが表示されます。この例では

正午（12時0分）が設定されます。OKをクリックします。 

 

5. いままで自動アップロードがOFFで、コンフィギュレーションがCloudnetにアップロードされていない場

合、現在の装置のコンフィギュレーションを強制的に保存させるため、今すぐアップロードボタンをクリッ

クします。 
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6. 起動時のコンフィギュレーションを起動後に変更したままで装置に保存していないと、現在のコンフィギ

ュレーションは本体に保存されている起動時のコンフィギュレーションとは異なります。 

交換する装置が現在のコンフィギュレーションを継承するために交換前の装置の現在のコンフィギュレ

ーションを保存します(保存＆アップロード)。 

 

7. 新しい機器を登録します、display device manuinfoコマンドを入力し、新しい機器のシリアルナンバー

を表示させます。ここでは219801から始まる数字。 

 

8. 現場では、ケーブルを古い機器から新しい機器の同じポートに差します。リンクアップ確認後、赤で囲

んだ置き換えのボタンをクリックすると、装置交換処理が開始されます。 

 

9. 以下の画面の[新しいデバイスを登録して交換してください]を選択し、[次のステップ]をクリック。 
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10. 以下の画面、新しい機器のシリアルナンバーを入力します。

 

11. 確認のタブをクリックし、次に進みます。 
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12. 以前の装置からLANケーブルを外して、新たな機器とつなぎなおします。交換は２分以内に完了させ

ます。 

 

13. 交換記録のタブをクリックし、交換のログを確認できます。この場合、デバイス交換状況は成功でした。 

 

以上で、交換作業は完了です。 


